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ご意見は「やまびこ」へ
　市政へのご意見などは、

「市民提案箱やまびこ」や
「電子メールやまびこ」へ
お寄せください。
電子メールアドレス
yamabiko@city.fukui-ono.lg.jp
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常備消防設立60周年

シリーズ地方創生、

結婚した世帯や子育

て世帯を応援します

など

多子世帯、ひとり親

世帯へ商品券交付　

など

６月５日は環境の日

６月は土砂災害防止

月間

いじめ防止五か条作成

越前美濃街道をバスで

行く

道の駅「（仮称）結の

故郷」計画作成委員

募集　など

採用職員募集　など

同窓会の開催費用を

一部補助します　など

住民票などに方書を

表示します　など

スロウ・トリップ４/

かえっこバザール

今月の表紙
子育ての中の微笑

　６ページで紹介する「結婚
した世帯や子育て世帯を応援
します」に関連し、子育て支
援センターで遊んでいる親子
を撮影しました。

http://www.city.ono.fukui.jp/i/

市ホームページ
携帯電話用サイト

http://www.city.ono.fukui.jp/
市ホームページ

かけがえのないものを　守り続けるために
24時間　眠らない　消防本部

　

昭
和
30
年
９
月
１
日
に
市
消
防
本
部
・
署
が
設
立
さ
れ
て
以
来
、
60

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
地
域

と
住
民
を
守
る
た
め
、
身
を
て
い
し
て
活
動
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
先
人

の
偉
業
と
消
防
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
飛
躍
と「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
、
60
年
を
契
機
と
し
て
、
こ
こ
に
取
り
組
み
の
一
端
を
紹
介
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問　

消
防
署（
☎
66
・
０
１
１
９
）

昭和31年
西一番消防本部庁舎（現在の結楽座周辺）

常
備
消
防
設
立
60
周
年
を
迎
え
て

昭和31年
消防ポンプ車での火災予防啓発活動

昭和37年
旧市役所の消防本部庁舎
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誇りと使命を胸に

　火災、救急、救助などの訓練を積み重ね、
多様化する災害に立ち向かいます。また、
東日本大震災などの大災害への緊急消防援
助隊の派遣、災害派遣医療チームや県防災
ヘリコプターとの連携訓練など、広域的な
活動を展開しています。

消防隊による火災防ぎょ訓練

水難救助指定隊員による真名川での救助訓練山岳救助指定隊員による冬山訓練

東日本大震災被災地へ緊急消防援助隊を派遣 県防災ヘリコプター（ブルーアロー）との連携

救助隊による車両事故対応訓練 災害派遣医療チームと救急隊による連携訓練
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　幼少年世代からの防火・防災教育の推進をはじめ、消防団、地域、事業所と連携した活動を通じて、災害のない
安心・安全なまちを目指しています。

119番通報は、市民のＳＯＳ
　市民からの119番の緊急通報は、多彩な機能を搭載した通信指令システムで受け付けし、「１秒でも早く出動」を
心掛け、市民からのSOSに応えています。また、平成25年度に整備した消防救急デジタル無線を活用し、災害現
場の活動隊と情報交換や支援活動を行っています。

マスコットキャラクター　消防戦隊RAF（ラフ）に
よる火災予防の啓発活動

市内保育園・幼稚園の幼年消防クラブによる
防火・防災活動

地区自衛消防クラブの育成指導 女性消防団員と連携した量販店での火災予防広報

市民からのＳＯＳを受信する通信指令システム 消防本部との通信で活用する消防救急デジタル無線

災害のないまちを目指して
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　火災発生時、水利の確保が困難な場所では、10㌧の
水を積載した小型動力ポンプ付水槽車や、少ない水で
消火活動が可能な圧縮泡消火システムなどを装備した
車両を活用しているほか、市内各地に防火水槽を整備
し、日夜火災などの災害に備えています。

常備消防設立60周年記念大会
月日　７月５日日
場所　学びの里 「めいりん」
定員　100人 （先着、第１部は関係者のみ）
●第1部
　時間　午前10時～ 11時45分
　内容　記念式典 
●第２部
　時間　午後１時30分～３時20分
　内容　・記念DVD放映
　　　　　題名　「誇りを胸に～大切な人・街を守るため～」
　　　　・防災講演
　　　　　演題　「もし大野市で大規模災害が発生したなら」
　　　　　　　　～自助・近助・共助でつくる 「災害に強いまちづくり」～
　　　　　講師　防災システム研究所　山村武彦所長
●第３部
　時間　午後３時30分～４時
　内容　・消防音楽隊演奏 （福井市消防音楽隊、福井市女性消防団カ
　　　　　ラーガード隊ファイヤーエンジェルス）
　　　    ・結の故郷女性分団ＰＲ劇 「結の故郷女性分団の軌跡」
申込方法　電話で申し込む
問　消防署 （☎66・0119）

プロフィール

山村  武彦（やまむら　たけひこ）
防災システム研究所　所長

　学生時代に遭遇した新潟地震（昭
和39年）でのボランティア活動を契
機に防災アドバイザーを志す。地震、
津波、噴火、土砂災害、テロ、事故
など、過去50年間、世界中で発生
した主な大規模災害の現地調査を実
施。企業、自治体の防災アドバイザー
を務めるほか、講演、執筆などを通
じ防災・危機管理意識啓発に活躍し
ている。

災害に備えて

景観に配慮した防火水槽

小型動力ポンプ付水槽車 圧縮泡消火システム放水風景

52015.6　広報おおの



　

市
で
は
、
国
の
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
交
付
金

を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
今
月
は
、「
結

の
故
郷
す
こ
や
か
・
ゆ
め
み
ら
い

応
援
事
業
」を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
内
に
定
住
し
て
い
る
若
年
世

帯
や
子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る

た
め
、「
結
の
故
郷
す
こ
や
か
・

ゆ
め
み
ら
い
応
援
券
」を
交
付
し

ま
す
。
応
援
券
は
、
市
内
の
お
店

で
使
用
で
き
る
商
品
券
で
、
年
額

10
万
円
で
す
。
最
長
３
年
間
交
付

し
ま
す
。
応
援
券
交
付
時
に
取
扱

店
一
覧
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

市
外
で
結
婚
、
出
産
さ
れ
た
世

帯
で
あ
っ
て
も
、
市
に
転
入
し
、

定
住
す
る
場
合
は
対
象
に
な
り

ま
す
。

●
対
象
者

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

28
年
３
月
31
日
ま
で
に
結
婚
ま
た

は
出
生
し
た
世
帯

※
そ
の
ほ
か
、
市
に
定
住
す
る
意

　

思
が
あ
る
こ
と
、
市
税
に
滞
納

　

が
な
い
こ
と
な
ど
の
交
付
要
件

　

が
あ
り
ま
す

●
交
付
時
期

○
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
結

　

婚
ま
た
は
出
生
し
た
世
帯

　

７
月
１
日
水
～

　

※
申
請
は
４
月
１
日
か
ら
受
け

　
　

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
問
い

　
　

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

○
平
成
27
年
３
月
31
日
以
前
に
結

　

婚
ま
た
は
出
生
し
た
世
帯

　

10
月
１
日
木
～

　

※
対
象
者
に
は
９
月
に
通
知
す

　
　

る
予
定
で
す
。
通
知
が
届
か

　
　

な
か
っ
た
人
は
、
問
い
合
わ

　
　

せ
て
く
だ
さ
い

問　

福
祉
こ
ど
も
課

　
（
☎
64
・
５
１
４
２
）

結
婚
し
た
世
帯
や
子
育
て
世
帯
を
応
援
し
ま
す

シ
リ
ー
ズ
地
方
創
生

結
の
故
郷
す
こ
や
か
・

ゆ
め
み
ら
い
応
援
券
交
付

「児童手当」の受給には現況届が必要です
　児童手当を受給するためには、毎年６月に現況届

を提出する必要があります。提出しないと６月以降
の手当が受給できなくなります。
提出日時　６月25日木午前８時30分～午後８時、
　26日金午前８時30分～午後７時 （和泉支所は、
　両日とも午後５時15分まで）
場所　結とぴあ（有終会館）、 和泉支所
対象　０歳から中学校修了前の子どもを養育してい
　る人 （公務員を除く）
提出書類　
　〇市から後日送付される現況届
　〇保護者名義の健康保険証のコピー
　〇印鑑
　〇振込口座の分かるもの （口座を変更する人のみ）

　〇別居監護申立書と別居している児童の世帯全員
　　の住民票 （市外に住んでいる児童がいる場合）
　〇平成27年度所得・課税証明書 （平成27年１月
　　２日以降に本市に転入した人）

子育て世帯臨時特例給付金が交付されます
　平成27年６月分の児童手当を受給する世帯に対
して、子育て世帯臨時特例給付金が支給されます。
　交付申請書を児童手当の現況届に同封して発送す
る予定ですので、現況届と一緒に提出してください。

（児童手当とは別の口座への振り込みを希望される
場合は、通帳を持参してください。）
交付額　児童手当の対象児童１人につき3000円 （児
　童手当が減額される高額所得世帯は対象外）
問　福祉こども課 （☎64・5142）
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第１回人口減少対策会議開かれる
　４月28日、人口減少対策を検討する第１回「大
野市人口減少対策会議」が結とぴあ（有終会館）で
開かれました。会議は28人の委員で構成されてお
り、任期は平成32年までの５年間となってい
ます。
　今回の会議では、市内での就職促進や雇用の確
保、結婚を促す仕掛けづくりなどの意見が出され
ました。
　今後、各種アンケート調査の集計分析結果や将
来推計人口の結果を踏まえ、各種施策について議
論を行い、今秋までに「大野市人口ビジョン」と「大
野市総合戦略」を策定する予定です。
問　企画財政課 （☎64・4823）

　

広
報
お
お
の
５
月
号
で
も
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
結
の
故
郷
越

前
お
お
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事

業
の
一
環
と
し
て
、
経
済
的
な
負

担
が
大
き
い
多
子
世
帯
、
ひ
と
り

親
世
帯
に
２
０
０
０
円
分
の
商
品

券
を
交
付
し
、
生
活
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
商
品
券
は
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
購
入
す
る
際

の
割
引
ク
ー
ポ
ン
券
と
し
て
も
使

用
で
き
ま
す
。

●
対
象
世
帯

　

平
成
27
年
４
月
１
日
時
点
で
、

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

　

世
帯

○
３
人
以
上
の
子
ど
も（
平
成
９

　

年
４
月
２
日
～
平
成
27
年
４
月

　

１
日
生
）が
い
る
世
帯

※
世
帯
を
別
に
す
る
子
ど
も
を
養

　

育
し
て
い
る
場
合
も
、
申
請
が

　

あ
れ
ば
交
付
し
ま
す

○
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

　

る
世
帯

※
両
方
の
条
件
に
合
致
す
る
世
帯

　

に
つ
い
て
、
二
重
の
交
付
は
行

　

い
ま
せ
ん

●
交
付
期
間

　

６
月
13
日
土
～
12
月
11
日
金

●
交
付
場
所

　

結
と
ぴ
あ（
有
終
会
館
）（
平
日

　

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

※
６
月
13
日
土
と
14
日
日
は
休
日

　

特
設
窓
口
を
開
設
し
ま
す

●
交
付
方
法

　

５
月
下
旬
に
対
象
世
帯
に
交
付

　

し
た
引
換
券
を
、
期
間
内
に
窓

　

口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
別

　

世
帯
の
子
ど
も
と
合
わ
せ
て
３

　

人
以
上
の
子
ど
も
が
い
る
場
合

　

な
ど
は
、
対
象
者
の
申
請
に
よ

　

り
交
付
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
場

　

所
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意

　

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

福
祉
こ
ど
も
課

　
（
☎
64
・
５
１
４
２
）

多
子
世
帯
、ひ
と
り
親
世
帯
へ

商
品
券
を
交
付
し
ま
す
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１
９
７
２
年
６
月
５
日
か
ら
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
催
さ
れ
た

「
国
連
人
間
環
境
会
議
」を
記
念
し

て
、
国
連
は
日
本
の
提
案
を
受
け

て
６
月
５
日
を「
世
界
環
境
デ
ー
」

と
定
め
ま
し
た
。
日
本
で
は
、「
環

境
基
本
法
」で「
環
境
の
日
」と
定

め
て
い
ま
す
。

　

日
本
だ
け
で
な
く
世
界
各
国

で
、
こ
の
日
に
環
境
保
全
の
重
要

性
を
認
識
し
、
行
動
の
契
機
と
す

る
た
め
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
環
境

庁（
現
在
の
環
境
省
）が
平
成
３
年

度
か
ら
６
月
の
１
カ
月
間
を「
環

境
月
間
」と
し
、
環
境
保
全
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
へ
の
参
加
と
協

力
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄（
廃
棄
物
を
み
だ
り
に

捨
て
る
こ
と
）は
犯
罪
で
す
。
事
業

活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄

物
は
も
ち
ろ
ん
、
日
常
の
生
活
で

出
る
ご
み
を
ポ
イ
捨
て
す
る
こ
と

も
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
違
反
し
て
廃
棄
物
を
捨

て
た
場
合
、「
５
年
以
下
の
懲
役

か
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
」

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
防
止
す
る
に
は
、

早
期
の
発
見
や
通
報
が
必
要
で

す
。
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
と
き

は
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
市
で
は

悪
質
な
場
合
、
警
察
と
連
携
し
指

導
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
法
投
棄
１
１
０
番 

（
県
循
環
社

会
推
進
課
）

　
（
☎
０
７
７
６
・
20
・
０
５
８
４
）

県
奥
越
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
66
・
２
０
７
６
）

市
民
生
活
課

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
１
２
０
８
）

　

野
外
焼
却（
野
焼
き
）も
犯
罪

で
す
。

　

ど
ん
ど
焼
き
や
宗
教
行
事
で

の
焼
却
、
適
正
な
焼
却
設
備
を

使
っ
た
焼
却
以
外
は
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
し
た

人
に
は
、「
５
年
以
下
の
懲
役
か

１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
」が

科
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ご
み
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
出
す
か
、
ご
み
処
理
施
設
へ
持

ち
込
ん
で
適
正
に
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

禁
止
さ
れ
て
い
る
野
焼
き
の
例

・
ド
ラ
ム
缶
で
の
焼
却

・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
焼
却
炉
で
の

　

焼
却

・
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

　

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
使
用
し
て

「
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ
」へ

ご
み
を
運
搬
す
る
と
き
は
、
し
っ

か
り
と
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。
道

路
上
へ
落
下
し
た
ご
み
が
、
交
通

事
故
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
落
と
し
た
ご
み
を
放
置
す

る
こ
と
も
不
法
投
棄
に
な
り
ま
す

の
で
、必
ず
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
生
活
課

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
１
２
０
８
）

６
月
５
日
は
環
境
の
日

～
６
月
は
環
境
月
間
～

　

地
球
温
暖
化
防
止
や
環
境
美
化
、
そ
し
て
環

境
保
全
の
た
め
に
日
常
生
活
で
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

毎年行われている中野清水の清掃活動

環
境
の
日
お
よ
び

　

環
境
月
間
と
は
・
・
・

地
球
を
汚
さ
な
い
で
！

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

野
焼
き
も
犯
罪
で
す

ご
み
を
運
搬
す
る
と
き
は

し
っ
か
り
と
固
定
を
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　　市内河川や本願清水などへの
　　　　　外来生物の密放流は重大な犯罪です!!

ほたる鑑賞会
日時　６月13日土、14日日午後６時～９時

場所　上丁生活改善センター
内容　
○楽しくほたるを見よう会 （６月13日土）
　・ふるさと農産物マーケット
　・秋吉出張店舗
　・乾側小学校児童による発表 「雨乞い踊り」、「ほ
　　たる大好き探検隊」
　・太鼓で結ぶ里山の響き！

　　演奏　野ら打ち有志
○静かにほたるを見よう会 （６月14日日）　
　※イベントの実施はありません
主催　ほたるの里　丁

ようろ

その他　６月13日土はショッピングモールVioから
　シャトルバスが運行されます。※運行時間は午  
　後５時30分～７時30分
問　ほたる鑑賞会実行委員会　松田さん
　（☎090・2379・3280）

　多くの市民が社会奉仕などの環境美化活動に参加している一方で、一部の心ない人による不法投棄が後を絶ちま
せん。自動車のタイヤやテレビなど、「ビュークリーンおくえつ」で受け入れていない廃棄物は販売店に引き取って
もらうなど、適正に処分してください。

不法投棄は絶対しない！！

　ブラックバスなど、生態系に悪影響を及ぼす海外起源の外来生物（特定外来生物）の飼育や保管・運搬など
を規制し、被害を防ぐために「特定外来生物による生態系に係る被害の防止に関する法律」（外来生物法）があ
ります。特定外来生物を野外に捨てるなど、この法律に違反した場合は懲役や罰金が科せられます。外来生
物の被害から市内の河川や清水などを守る取り組みにご協力ください。

外来生物被害予防三原則
①入れない→悪影響を及ぼすかもしれない外来生物をむやみに
　　　　　　日本に入れない
②捨てない→飼っている外来生物を野外に捨てない

③拡げない→野外にすでにいる外来生物は他地域に拡げない
問　本願清水イトヨの里 （☎65・5104）
　　市漁業協同組合 （大野商工会議所内☎66・1230）
　　奥越漁業協同組合 （☎78・2155）
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身
近
な
所
の「
土
砂
災
害
警
戒
区

域
」を
確
認

　

自
宅
や
勤
務
先
な
ど
の
身
近

な
所
が
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
か
、
４
月

に
配
布
し
た
市
総
合
防
災
マ
ッ

プ
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

雨
が
降
り
出
し
た
ら
気
象
情
報
に

注
意

　

降
り
始
め
て
か
ら
の
雨
量
が
一

定
以
上
に
な
る
と
、
土
砂
災
害
が

発
生
す
る
危
険
が
一
気
に
高
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
雨
が

降
り
出
し
た
ら
気
象
情
報
に
注
意

し
、
１
時
間
当
た
り
の
雨
量
や
降

り
始
め
て
か
ら
の
雨
量
を
把
握
す

る
な
ど
、
土
砂
災
害
の
危
険
性
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」が

発
表
さ
れ
た
と
き
は
、
大
雨
に
よ

る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
非

常
に
高
ま
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
気
象
情
報
を
確
認
し
、

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難

　

日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
、
避
難

の
道
順
な
ど
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
避
難
す
る
道
に
危

険
な
場
所
が
な
い
か
、
確
認
し
て

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

土
砂
災
害
の
場
合
、
発
生
前
に

前
兆
現
象（
前
触
れ
）が
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
地
鳴
り
・
山

鳴
り
が
す
る
、
樹
木
が
傾
く
、
井

戸
や
沢
・
川
の
水
が
濁
る
、
が
け

や
斜
面
か
ら
水
が
噴
き
出
す
、
立

木
が
裂
け
る
音
や
石
が
ぶ
つ
か
り

合
う
音
が
聞
こ
え
る
な
ど
、
前
兆

現
象
に
気
付
い
た
場
合
は
、
い
ち

早
く
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

　

特
に
、
お
年
寄
り
や
障
害
の
あ

る
人
な
ど
避
難
に
時
間
を
要
す
る

人
は
、
移
動
時
間
を
考
え
早
め
に

行
動
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま

す
。も
し
も
行
動
の
判
断
が
遅
れ
、

雨
が
降
っ
て
い
る
中
を
無
理
や
り

避
難
す
る
こ
と
が
危
険
だ
と
思
っ

た
場
合
は
、
家
の
中
で
、
崖
か
ら

一
番
離
れ
た
高
い
部
屋
へ
移
動
す

る
か
、
近
所
に
あ
る
頑
丈
な
建
物

へ
避
難
す
る
な
ど
の
対
策
を
取

り
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報
を
入
手

○
市
防
災
マ
ッ
プ（
土
砂
災
害
警

　

戒
区
域
や
避
難
場
所
を
確
認
）

　

h
ttp

://w
w

w
.c

ity.o
n

o
.

　

fu
k
u

i.jp
/p

a
g

e
/b

o
u

s
a

i/

　

sa
ig

a
i/b

o
u
sa

im
a

p
.h

tm
l

○
防
災
メ
ー
ル（
防
災
メ
ー
ル
に

　

登
録
し
、
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
で

　

情
報
を
入
手
）

　

h
ttp

://w
w

w
.c

ity.o
n

o
.

　

fu
k
u

i.jp
/p

a
g

e
/b

o
u

s
a

i/

　

b
o

u
sa

i/b
o

u
sa

i_m
a
il.h

tm
l

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
県
や
気
象
台

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
土
砂

　

災
害
警
戒
区
域
や
気
象
情
報

　

を
入
手
し
、
土
砂
災
害
に
備

　

え
ま
し
ょ
う
。

問　

防
災
防
犯
課

　
（
☎
64
・
４
８
０
０
）

６
月
は「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」で
す

　

近
年
、
台
風
や
前
線
に
よ
る
集
中
豪
雨
の
影
響
に
よ
り
、
全
国
各
地

で
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
起
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
土
砂
災
害
の
恐

れ
が
あ
る
と
指
定
さ
れ
て
い
る
区
域
で
多
く
発
生
し
て
お
り
、
市
内
で

も
２
６
８
箇
所
が「
土
砂
災
害
警
戒
区
域
」に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

防災メール登録用
ＱＲコード
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こ
の
た
び
、
市
で
は
、
昨
年
６

月
に
策
定
し
た「
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
」に
基
づ
き
、
い
じ
め
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
い
じ
め

防
止
五
か
条（
小
学
校
編
）（
中
学

校
編
）（
保
護
者
編
）（
教
職
員
編
）

を
作
成
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
編
は
、
市
内
の
児
童
か

ら
標
語
を
募
集
し
、
児
童
自
ら
が

作
品
の
選
定
を
行
い
、
中
学
校
編

は
、
市
内
中
学
生
か
ら
標
語
を
募

集
し
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
選

定
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
保
護
者
編
は
市
Ｐ

Ｔ
Ａ
連
合
会
が
、
教
職
員
編
は
、

市
学
校
教
育
研
究
会
が
そ
れ
ぞ
れ

作
成
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
編
、
中
学
校
編
、
教
職

員
編
は
市
内
の
各
学
校
の
教
室
、

職
員
室
な
ど
に
掲
示
し
、
保
護
者

編
は
、
家
族
が
集
ま
る
居
間
な
ど

に
掲
示
し
て
も
ら
う
た
め
、
児
童

生
徒
を
通
じ
て
各
家
庭
に
配
布
し

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
い
じ
め
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
、
次
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

○
い
じ
め
相
談
窓
口
の
充
実

　

い
じ
め
で
悩
ん
で
い
る
お
子
さ

ん
や
保
護
者
の
相
談
に
も
丁
寧

に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
学
校
や

地
域
で
起
き
て
い
る
い
じ
め
と
思

わ
れ
る
情
報
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

（
☎
０
１
２
０
・
１
１
７
・
４
１
５
）   

（
☎
66
・
７
７
１
７
）

○
学
校
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

平
成
27
年
４
月
か
ら
、
新
た
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
雇
用
し
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
い
じ
め
の

書
き
込
み
を
早
期
に
発
見
す
る
た

め
、
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問　

教
育
総
務
課

　
（
☎
64
・
４
８
２
７
）

い
じ
め
防
止
五
か
条
作
成

日時　６月７日日午前10時～
場所　学びの里 「めいりん」
テーマ　この世にいじめられていい人
　間なんて一人もいない
講師　野田将晴氏 （学校法人青叡舎学
　院広域通信単位制高等学校　勇志国
　際高等学校長）
参加料　無料
問　教育総務課　（☎64・4827）

いじめ防止講演会
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日
時　

７
月
11
日
土
午
後
１
時
出

　

発
、
午
後
10
時
ご
ろ
帰
着

発
着
場
所　

市
役
所

対
象　

市
内
在
住
の
人
。
中
学
生

　

以
下
は
保
護
者
同
伴 

（
未
成
年

　

者
の
み
で
参
加
さ
れ
る
場
合

　

は
、
参
加
決
定
通
知
書
が
届
い

　

た
後
に
、
保
護
者
の
同
意
書
を

　

別
途
提
出
）

定
員　

80
人 

（
応
募
多
数
の
場
合

　

は
抽
選
）

参
加
料　

１
０
０
０
円 

（
当
日

　

持
参
）

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
で「
越

　

前
美
濃
街
道
バ
ス
申
込
」と
表

　

示
す
る
ほ
か
、
次
の
事
項
を
記

　

入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
参
加
を
希
望
す
る
人
全
員
の
氏

　

名
、
年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電

　

話
番
号

・
返
信
用
は
が
き
の
宛
先
に
代
表

　

者
の
住
所
と
氏
名

　
（
は
が
き
１
枚
で
４
人
ま
で
申

　

し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

　

申
し
込
み
は
１
人
当
た
り
１
回

　

の
み
で
す
）

締
切　

６
月
17
日
水 

（
必
着
）

そ
の
他　

施
設
な
ど
の
利
用
や
食

　

事
は
、
各
自
で
行
っ
て
く
だ
さ

　

い
。旅
行
業
者
が
催
行
し
ま
す
。

　

申
込
方
法
の
要
件
を
満
た
し
て

　

い
な
い
と
き
は
、
受
け
付
け
で

　

き
ま
せ
ん

問　

秘
書
室 

（
☎
64
・
４
８
２
５
）

越
前
美
濃
街
道
を
バ
ス
で
行
く

「
郡
上
お
ど
り
発
祥
祭
」と

　
　
　

美
濃「
う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
」散
策

　

市
と
越
前
美
濃
街
道
広
域
観
光
交
流
協
議
会
で
は
、
郡
上
・

美
濃
の
両
市
と
の
交
流
を
深
め
る
た
め
、
市
民
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
郡
上
市
で
は
、約
30
夜
連
続
で
踊
る「
郡
上
お
ど
り
」

の
初
日
を
飾
る「
お
ど
り
発
祥
祭
」を
見
学
し
ま
す
。

　

美
濃
市
で
は
、
伝
統
あ
る「
う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
」を

散
策
し
ま
す
。

往復はがきの記入例
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　中部縦貫自動車道の整備に併せて（仮称）大野東インターチェンジ付近に、これまでの「道の駅」の機能に加え、
観光周遊機能や大規模災害に対応した広域的な防災拠点の機能を有するプレミアムな「道の駅」を整備します。
市では、この整備計画を作成するに当たり、施設の配置や運営手法などを検討する委員を募集します。

道の駅『（仮称）結
ゆい

の故
くに

郷』
計画作成の委員募集

定員　若干名
任期　委嘱の日から平成28年３月まで
応募資格　市内在住で20歳以上の人、任期中に約５
　回程度平日開催する会議などに参加できる人
応募方法　応募用紙に必要事項を記入し、直接持参か
　郵送、電子メールで提出（応募用紙は道の駅推進室

　に置いてあります。市ホームページからも入手でき
　ます）
締切　６月15日月
問　道の駅推進室（☎64・4814）
　〒912-8666（住所は書かなくても届きます）
　電子メール　michinoeki@city.fukui-ono.lg.jp

農業委員会委員選挙のお知らせ
　任期満了（６月30日）に伴う農業委員会委員選挙を次のとおり行います。

告示日　６月14日日
○立候補届出受付
日時　６月14日日午前８時30分～午後５時
場所　結とぴあ（有終会館）
投票日　６月21日日

開票　時間　午後９時　場所　市役所
○立候補予定者説明会
日時　６月２日火午後１時30分～
場所　市役所
問　選挙管理委員会事務局（☎64・4801）

越美北線ふれあいホタルの旅
ＪＲ越美北線で「幻想的なホタルの天の川」へ

月日　７月４日土、５日雨天中止 （実施日正午まで
　に催行を判断）
行程　午後４時51分福井駅出発（福井市民参加者乗
　車）、午後５時52分越前大野駅着（大野市民参加者
　乗車）、午後６時19分九頭竜湖駅着、川合地区道
　場で食事（手打ちそば、マイタケ天ぷらなど）、和
　泉の歴史小話、午後８時ホタル観賞（九頭竜湖駅か
　らはバス移動。帰りは越前大野駅までバス送迎）
対象　市民 （および福井市民）

定員　各日30人 （先着）
参加料　1500円（食事付き）、乗車駅から九頭竜湖駅
　までの片道分運賃が別途必要
申込方法　電話で住所、氏名、電話番号、年齢を連
　絡する
申込期間　６月16日火午前９時～ 25日木午後５時
問　越美北線と乗合バスに乗る運動を進める会事務局
　 （市民生活課内☎66・1111内線1213）

　越美北線と乗合バスに乗る運動を進める会では、越美北線の利用促進のため和泉地区のホタルを鑑賞する
「ふれあいホタルの旅」を実施します。
　この機会にホタルの絶景鑑賞を楽しみませんか。

　七間朝市を支えていただいている全ての人に、感
謝の気持ちを伝えるイベントを開催します。
日時　６月７日日午前６時30分～11時
内容
○朝市お買い物券販売
　日頃の利用に感謝し、お得なお買い物券を150組
限定で販売します。
お買い物券　１組500円 （100円券６枚つづり、当
　日のみ有効）
販売方法　当日午前７時から会場受付で販売

○七間朝市「出店体験」
　朝市に出店してみたい、体験してみたい人を対象 
に「出店体験」を実施します。体験を希望する人は気
軽に問い合わせてください。
日時　６月７日日午前６時30分～11時
対象　県内在住者
販売品目　野菜・加工品・手作り雑貨など※加工品
　の販売は営業許可を持つ人に限ります。
締切　６月３日水
問　朝市出荷組合 （☎69・9520）※平日の午前中のみ
　農業林業振興課 （☎64・4818）

七 朝間 市 ～みんな感謝の日曜日～
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情報公開・個人情報開示26年度実施状況
　平成26年度中に「大野市情報公開条例」に基づく公文書の公開の請求や申出などがあったもの
について、その実施状況をお知らせします。
　情報公開条例では、平成10年４月１日以降に市が作成、取得した文書について、公開請求できることが定
められています。それ以前の文書については、市が努めて同じように取り扱うことになっています。前者を
公開請求、後者を公開申出（市外からの請求を含む）と区別して集計しています。
　個人情報保護条例では、市が保有する自己を本人とする保有個人情報の開示などを請求することができま
す。平成26年度の開示請求は１件ありました。
問　総務課 （☎64・4820）

市議会本会議を傍聴しませんか
　第394回市議会定例会が、６月８日から24日までの17日間開催されます。このうち本会議が開催される
のは４日間です。
　本会議は、誰でも傍聴できますので、気軽に来庁くだ
さい。
※傍聴を希望する人は、当日、傍聴席に入る前に議会事
　務局で受け付けが必要です。本会議の開催時間など詳
　しくは、問い合わせてください。
問　市議会事務局 （☎64・4830）

平成26年度情報公開実施状況

区分 受付件数
決定件数

不存在 取り下げ
公開 非公開

公開請求 45件 28（18）件 ４件 12件 １件

公開申出 31件   23（9）件 １件  ６件 １件

計 76件 51（27）件 ５件 18件 ２件

※公開のカッコ内の数字は、一部公開の数（内数）を示しています。
※受付件数の実施機関別内訳は、市長部局65件、教育委員会部局２件、消防本部２件、議会２件、選挙管理委員会等５件でした。

本会議日程 審議などの内容
６月８日月  議案上程、提案理由説明

15日月  一般質問

16日火  一般質問、請願・陳情上程
24日水  各委員長報告、質疑・討論・採決

市内で開催する同窓会の
　開催費用を一部補助します

　交流人口の拡大や本市への帰省の促進を図ることを目的に、市内で小学校、中学校、高等学校の同
窓会を開催した場合、同窓会費用の一部を助成する「現役世代交流促進事業」を始めます。
要件
・同窓生20人以上が参加する同窓会 （高校、大学在
　学中の同窓会は除く）
・市外居住者が４分の１以上参加すること
・同窓会開催時に、市が実施する情報発信に関する
　学習会や本市出身者による講演会などを開催すること

補助金額・補助率
　同窓会の１人当たりの経費の３分の１、または１
人当たり2000円のいずれか低い金額に参加者数を
乗じた金額 （上限は20万円）

その他
　申請の方法など詳しくは、問い合わせてください
問　生涯学習課 （☎65・5590）
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兼
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兼
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兼
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兼
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２
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「
食
」を
考
え
よ
う

項　　　　　目 状況
（26年度）

目標値
（28年度）

「食育」に関する教室への延べ参加者数 5302人 5800人

朝食をほとんど食べない小中学生の割合（平日） 2.81㌫
（11月調査） ０㌫

学校給食の食材の総使用量（重量）に占める地場
産食材の使用量の割合

40.9㌫
（11月調査） 35㌫

行政などが実施する地元食材を使用した料理や
地元に伝わる料理についての料理教室の開催数 25回 30回

農業体験活動を実施する小学校数 全小学校 全小学校

エコファーマーの認定経営体数 1961経営体 全経営体

　

市
で
は
、
平
成
28
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し

た「
越
前
お
お
の
食
育
推
進
計
画
」に
基
づ
き
、
各

種
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
平

成
26
年
度
の
取
り
組
み
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問　
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１
８
）

6
月
は

  

食
育
月
間

みんなで

食守！
笑顔でいただきます

過疎地域自立促進計画を推進
　市過疎地域自立促進計画に沿って平成26年度に実施した主な事業をお知らせします。
　この計画は、和泉地区の振興を図るため、過疎地域自立促進特別措置法に基づき、計画期間を平成22年度
から平成27年度までとして市が策定しました。

【主な実施事業】
○九頭竜温泉「平成の湯」再整備工事★
○過疎集落等自立再生対策事業 （サルネット電気柵導入など）
○和泉小中学校空調整備工事
○林道徳平線などを改修★
○和泉診療所の医師確保　○和泉診療所に往診車を導入
○市営バス（和泉３線）を運行
○九頭竜スキー場の圧雪車を更新★
　★の事業は、過疎対策事業債を利用しています。過疎対策事業債は、
　計画を策定した自治体が利用できる有利な借入金です。

問　企画財政課 （☎64・4823）

６月から住民票などに方
かたがき

書を表示します
　住民票の記載事項をより正確なものとするために、６月から住民票などに方書を表示します。
　方書とは、アパートなどの集合住宅に住んでいる場合など、番地までの表示では住所が不明確であるとき、
それを明確にするために住所の一部として取り扱われるものです。（集合住宅の建物名や部屋番号）
　これまで一部の人には方書を表示していましたが、今回、方書のある全ての人が対象となります。方書の
表示にあたって届け出は不要ですが、方書に変更がある場合（部屋番号が変わったなど）は、届け出が必要と
なります。
　手続きなど詳しくは、問い合わせてください。
○方書の表示例
　変更前　大野市○○町○番○号
　変更後　大野市○○町○番○号　○○アパート○号
○表示の対象となる証明書類
　①住民票の写し
　②住民票記載事項証明書
　③印鑑登録証明書

　④戸籍の附票の写し
　⑤住民基本台帳カード（顔写真付きの人のみ）
　⑥在留カード
　⑦特別永住者証明書
※現在方書の記載がない⑤、⑥、⑦をお持ちの人で、
　方書を希望する場合は、問い合わせてください。
問　市民生活課 （☎66・1111内線1205）

再整備された九頭竜温泉「平成の湯」
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日時　６月28日日午後０時30分～３時
場所　ショッピングモールVio
内容　遊ばなくなったおもちゃ、ぬいぐるみ、グッ
　ズなどを持ち寄り、「かえっこバンク」でポイント
　に交換。ポイントが貯まったら、気に入ったおも
　ちゃと交換できます。
　　おもちゃがなくても、ワークショップやお手伝
　いに参加するとポイントがもらえます。
　※壊れている物や、汚れている物、小さなぬいぐ
　　るみ、景品、カード、笛など口に入れる物は受
　　け付けできません
○かえっこバザールおもちゃの募集
　各児童センターでおもちゃなどを集めています。
たくさんのおもちゃをお寄せください。提供した人
には、当日使えるポイントをプレゼントします。こ
のポイントは日本中の「かえっこ」で使うことができ
ます。
受付時間　正午～午後６時 （日・祝日は休館）
受付場所　各児童センター
※当日ショッピングモールVioの開催場所でも受け付けます

○かえっこバザールスタッフ募集
　当日のおもちゃの査定やレジ、クリーニングなど
の仕事をしてくれる、市内の親子や小学生、中学生、
高校生を募集します。
※イベントスタッフは登録制です。登録については、
　各児童センターに申し込んでください
問　西部児童センター（☎66・0912）
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